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１．はじめに 

(1)地域計画の位置づけ 

地域計画は、「鈴鹿市総合計画 2023」の後期基本計画に合わせて、牧田地区地域づく

り協議会が主体的で計画的な活動を進める為に、2017年から 2020年にかけてまとめた

ものです。 

牧田地区では、2007年 8月 31日に策定した地区グランドデザイン（旧計画）を作成

して、この 10年間の地域づくり活動を進めて来ました。   

これを見直す為に 2017年 12月に地域計画策定委員会を設置し、新たな地域計画のキ

ックオフ宣言をすると共に、地域課題を収集し課題解決の為に公募委員や市地域支援職

員の参加を求め取り組んで来ました。 

策定に当たっては、地域の広報誌「コミュニティまきた」で、計画概要を紹介するな

どして住民の声を求めると共に、8つのテーマ別に部会を設けながら、二年半にわたっ

て協議を進め、計画的・段階的に取りまとめて来ました。 

 

(2)地域計画の基本コンセプト 

これまでの地域活動は、行政指導により、社会福祉、防犯、スポーツ青少年育成など

分野ごとに団体が設立され、その活動も補助金を受ける為に行政主導で計画や運営を行

う傾向が強かった。各団体は、人、物、金を自治会に頼り、地域住民の主体的民主的運

営に課題が多かった。 

昨今は、自治会長が 1～2 年で交代する為に、継続的に取り組むべき課題解決に問題

があり自治会に委ねるだけでは住んで良かったと思う地域活動に繋がらないと言う意

見が多く出される様になった。 

市税である自治会事務委託料も、市民活動以外に使われるなど問題もあり、今後、補

助金等は地域経営を委ねる地域づくり協議会活動資金として、一括交付する方向性が出

されて来た。 

地域づくり協議会組織の中で、団体のネットワーク化を進め、地域協働の役員体制事

務局機能を強化して自らの力で福祉、環境、安全、安心の地域計画実現に向けて取り組

む地域づくり協議会体制が必要になって来ている。 

 

(3)地域計画の目的 

地域計画は「自分達のまちを自らどの様にして行くのか」という視点に立ち、誰もが

誇れる「住み良いまち牧田」の実現を目指し、地域の皆様の力を結集して取り組んで行

きます。ひとりでも多くのボランティアの方々が集まり、私たち牧田地区の偉人前川定

五郎翁の心「人の喜びは我が喜び」を拠り所にして、人のため、地域のために地域の総

力を挙げて地域計画の実現を目指すことにしました。  
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２．経緯 

地域づくりの勉強会を始めた 2005年当時、市内では本格的な地域づくり活動に取り組

んだ事例がなかった為、宝塚市、名張市、伊賀市等先進市視察や講演、勉強会から始めま

した。人を動かす力、地域づくりの組織力と継続性、広報誌発行などによる認知度を高め

て行くことから活動を開始しました。 

 

2007 年地域づくり協議会設立準備委員会を立ち上げた当時、まず牧田地区には、どの

様なかたち（グランドデザイン）のまちづくりが相応しいか意見を求め、アンケートや自

治会との話し合い、協議会組織の在り方等の協議を重ねて、安全で暮らしやすいまちを目

指して地域活動の研修を進めて来ました。 

 

地域づくり事務局は、地区市民センターや公民館職員に任せるのではなく、自分たちの

手で、自分たちの為の地域をつくる、と言う考えに立って事務局体制を整え、その充実に

努めました。 

 

牧田のグランドデザインを創る為に、諸団体との意見交換会、アンケート、ＫＪ法ワー

クショップなど様々な取り組みを通じて、柱とすべき計画を描きながら、取りまとめて来

ました。 

 

過去 10 年間の活動を振り返り総括すれば、グランドデザインを発表しても住民の関心

は低い為に、初めは認知度を高める狙いからイベント中心になりました。その後は地域教

育、子育て支援、多文化共生、定五郎翁顕彰事業などわかりやすい事業にシフトしながら

活動して来ました。 

 

地域の課題探しでは、鈴鹿市における牧田地域の在り方、活性化、企業を含む牧田地区

の位置づけ等、市が示す後期基本計画に合わせて地域計画の策定に取り組むこととしまし

た。 
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４．牧田地区の姿（歴史と現状） 

牧田地区の歴史    

牧田地区では、延喜式年時代（平安時代９２７年頃）から４つ集落を中心に神社が残っ

ている。ここには古くから伝わる歴史的な文化遺産が引き継がれている。奈良時代の続日

本書紀には、今の鈴鹿川中流域を治めたと思われる、鈴鹿郡枚田郷（平田町）戸主川俣何

某とあり、又、源義経の部下、岡部六弥太が一の関合戦の功により甲斐町の地頭職になっ

ている。 

室町時代、平田喜国が足利義教より比叡山山法師撃退の功により、海善寺城を築きその

後、枚田御門垣内に築城した。後の城主、平田兵庫頭賢元は有名です。明治期は前川定五

郎を輩出し、昭和期は軍都となり、戦後大企業が進出した。 

 

牧田地区の地理的条件  

鈴鹿市の中間にあたり、北に鈴鹿川が流れ、その周辺には農村集落と古くからの文化を

伝える神社や寺院がある。戦前までは、平野と山林、小川や池に囲まれた静かな日本の典

型的な田舎でした。今も鈴鹿川沿いに残る田園風景は、住民の安らぎの場と憩いの空間で

す。 
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牧田地区の現状 

鈴鹿市が歩んできた道と重なる鈴鹿の縮図のような町です。昭和 14年頃から牧田地区

に海軍工廠が立ち並び、その周辺は軍人宿舎や、住居が林立し県外各地から兵士とその家

族が住み始めました。 

最も特徴的な所は、戦後海軍工廠跡地に鈴鹿市を支える自動車工場と化学工場の二つの

大企業が立地されている。 

 

 

 

 

 

 

 

もう一つの特徴は「人の喜びは我が喜び」とする郷土の偉大なボランティア活動家前川

定五郎翁の生誕地であること。又、南米を中心とした多くの外国人が移り住むまちです。 

市民の生活や雇用を支える既存産業などの維持と活性化に向けて幹線道路の沿道に立

地する商業・飲食・サービス施設等の沿道型施設については、新たな商業機能の維持を図

る沿道利用ゾーンと位置づけ、市の後期基本計画と協働して取り組む。 

(１) 鈴鹿市で人口規模も大きく、とりわけ経済規模は群を抜いている。 

(２) 鈴鹿市の産業基盤となる市経済を支える大企業を抱えている。 

(３) 鈴鹿市の一翼を担っていて、民間活力のあるまち、商工業を中心とした活気のある

まち並みを形成している。 

(４) 大型ショッピングセンターが隣接し、弁天山公園では多くの団体が、全市的イベン

トを開催して若者の集まるまちになっている。 

(５) 県下有数の社交業及び飲食店を抱えており、夜間の集客力は市内で最大規模である。 

(６) 多くの外国人が集住するまちである。 
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５．地域の抱える課題 

１．住民アンケートや団体交流から出された意見提言 

(１) 大型店、会社、商連、学校等と地域団体の連携が少ない為「地域活性化」の社会貢献

活動と住民交流を結びつける活動が必要である。 

(２) 地域のマンパワー（人）、施設備品(物)、組織資金(金)を有効に活用する。 

(３) 地域のコミュニティ活動につながる事業イベントが必要である。地域のコミュニティ

意識を高める為に、人々の参加と交流の場をつくる必要がある。 

(４) 牧田地区には外国籍住民と一緒に生活している実態（多文化共生社会）がある。 

(５) 地域のボランティア活動を進める為に、前川定五郎顕彰事業により、定五郎翁の心を

生かす「人の喜びは我が喜び」の言葉を、そのまま地域活動を支えるキーワードとし

て生かすことが必要である。 

(６) 交番管内の犯罪件数が多く、地震防災など「安全安心の課題」がある。犯罪発生が多

い、交番の所在も分かりにくいことから住民を守る活動を活発にする必要がある。 

(７) 企業、法人も地域貢献活動を支える一員として、地域協働の取り組みに積極的に参加

する仕組みづくりが必要である。 

 

２．地域カルテから視た地域の満足度が低い項目（満足度向上検討取組み項目） 

防災・安全 

(１) 暴力や犯罪などからの安全性確保。（防犯対策）(２) 交通安全確保。 

(３) 自然災害からの安全性確保。（防災・減災対策） 

都市整備 

(１) 公共交通機関の便利さ。(２) 道路や公共施設のバリアフリー化等。 

(３) 雨水排水施設の整備。（河川改修等） 

環境 

(１) 省エネや再生可能エネルギーの促進。(２) まち並みや景観の保全。 

教育・文化 

(１) 高校・大学・専門学校教育の充実。(２) 芸術文化の振興。 

保険・福祉・医療 

(１) 高齢者福祉の充実。(２) 介護サービスの充実。 

(３) 障害者の自立支援や社会参加。(４) 医療体制の充実。 

産業・観光 

(１) 中小企業の活性化。(２) 労働環境の充実。(３) 観光振興による地域活性化 

その他 

(１) 近隣住民との連携強化。(２) 市民参加によるまちづくりの充実。 

(３) 市民活動の支援。(４) 情報発信の充実。  
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６．まちづくりの方策 

１．地域計画策定に向けた取り組み 

地域の範囲は、具体的には単に地形などの自然形態によって区分される地域であるだけ

ではなく、生活文化、歴史的経過などにより、人々が結び付いている現状を考えて計画の

範囲、活動内容を形づけるとされています。 

牧田地区では、人々の生活圏は単位自治会の連合体である、自治会連合会を所管する地

区市民センターを中心とした行政区が基盤となって、地域づくり協議会の活動が求められ

て来ました。 

 

(１) 策定にあたっては、地域住民も含めて地域計画を論じ、地域活動の広がり（範囲）

を定めて、計画を立案していく必要があります。 

(２) 単位自治会の活動や運営の重要性に鑑み、地域づくり活動と深く関わって取り組み

概要をまとめて来ました。 

(３) 研修会など集まる機会を捉えて、地域住民や団体組織からアンケート方式や提案項

目の提出などをお願いし、多くの課題項目を集約して来ました。 

(４) 項目を整理して部門別の計画策定作業部会を設け、ここを中心に提案課題の取り組

みについて審議して来ました。この審議結果を踏まえて、計画策定本部会議で協議

を重ねて来ました。 

(５) 審議内容の行方によっては、部門会議で再審議して確認し、取り組み方、作業方法、

審議方法については、その都度、部門毎の代表者が集まり内容を協議して段階的に

進め計画の決定に至るまで検討して来ました。 

 

２．地域計画実現のためのコミュニティ組織とネットワークの構築 

(１) 単位自治会による住民自治の確立  

自治会活動は、住民自治を支える最小単位として重要な位置を占める事から、役員、

活動の場の確保に努め、子供会や自主防災隊、高齢者組織は自治会内組織として互

いの助け合いと連携が求められる。 

(２) コミュニティの最小単位としての自治会 

自治会の「組」組織は、隣組などと言われることもあるが、良好な近隣関係の維持

には、欠かせない組織であり、ひとり暮らし高齢者の見守りや、子育て世帯の支援

など、地域福祉包括支援制度を支える最も身近な地域社会の母体になり得る。 

(３) 連合自治会や各種地域団体との連携の在り方 

これまでの一部の重鎮や顔役による、地域の纏めや統制は難しい。民主的に住民自

治が運営される時代にあって、連合自治会が全てを担い、統率する様な時代は過去

のものである。地域活動を行う全ての団体が、地域づくり協議会のもとにまとまり、

ネットワーク組織をつくり、住民自治運営の中心となって民主的な活動に見直して

いく必要があると考える。  
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３．地域計画に合わせた執行組織と専門委員会の体制 

地域の課題解決の為に、住民から提案された意見をカテゴリー別にまとめ、分野別の取

り組みを専門委員会に置き換えて活動的な組織改革をする。 

 

(１) 地区市民センターの活用 

新公民館完成に合わせて、地区市民センターの機能と、地域づくり協議会組織が地

域運営や住民自治の取り組みには欠かせない。公民館の指定管理者委託との一体性

を視野に入れて行くことが必要になる。 

 

(２) 地域コーディネーターの役割 

市民センター長だけでなく、必要に応じ民間から地域マネージャーとして、優秀な

人材を育成し嘱託雇用することも検討すべきである。 

 

(３) 地域部屋の設置と地域づくりの拠点整備 

・事務局機能の充実が最も重要と言う意見がある。地域事務員を雇用して、市民セン

ター職員に代わって地域事務がこなせる人員を配置する。 

・地域事務員の雇用に見合う補助制度を定着させることが必要になる。 

・地域事務員は、年間の雇用期間が限定的となることを考えると、地域事務員の不在

時には地区市民センター職員がカバーする必要がある。 

 

４．企業や商店会等との協働 

(１) 本田技研工業(株)鈴鹿製作所、旭化成（株）鈴鹿製造所等との地域協働活動の意議

を話し合う場を設定し、安全、防災、環境問題等必要に応じて、地域運営に関する

協議を行うことに理解を深める必要がある。 

 

(２)（株）鈴鹿ハンター、医療法人誠仁会 塩川病院、平田商店会、算所町発展会、鈴鹿

ストーリアホテル、太門通商（株）、学校法人鈴鹿享栄学園 鈴鹿中等教育学校との

間で地域活性化、地域貢献活動に協力協働する。 

 

５．地区計画の活動範囲 

(１) 牧田地区における地域づくり協議会の活動範囲は、牧田地区市民センターが所管す

る自治会の区域をもって構成する。 

 

(２) 小学校区との連携、協働活動は、関係周辺地区及び自治会と必要に応じ協議調整す

る。  
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７．こんなまちにしたい 

１．誰もが誇れる「住み良いまち牧田」 

牧田地区は、海軍工廠やその跡地への企業等の立地により発展し、そこに働く場所を

求めて、地域、環境の違う所から多くの人が集まって来ている。「みんなが違う」ことが

牧田地区の多様性を物語っている。 

地域計画は、時代のニーズ、社会の多様性、地域特性を前提として、住民一人ひとり

の意識と地域づくり活動の継続によって、少しずつ成し遂げられと信じている。 

地域づくり協議会は、外国人も含む全ての地域住民が、まちづくりに参画することで

誰もが誇れる「住み良いまち牧田」が実現することになると考えている。 

 

 

２．地域づくりの柱となるもの（暮らしを守る快適なまち） 

(１)安心安全のまち 

・防犯パトロールで地域の安全を守る活動の継続。 

・防災力向上の為の自主防災隊の活性化。 

・消防団員の確保、地域消防力の向上。 

・環境保全、環境美化意識の向上。 

 

(２)地域交流が盛んで住民同士が心を通わせ、助け合って生きる温かいまち 

・スポーツやレクリェーションを通じて健康で明るく楽しく集えるまち。 

・前川定五郎翁の心「人の喜びは我が喜び」とする思いやりのある温かいまち。 

・ボランティア活動によって支えられるまち。 

・日本語の出来ない外国人などと協働で生活する多文化共生のまちづくり。 

 

(３)子供の育成と地域教育の支援、豊かな文化と伝統文化遺産を伝えるまち 

・地域の教育文化を住民が支援し、伝統ある文化遺産を守り後世に伝えるまち。 

・少子化を支え合える地域、子育てがしやすい地域をつくる。 

 

(４)地域の活性化（活力と賑わいのあるまち） 

・活力と賑わいのあるまちづくり。 

・基幹道路の整備と環境を整え、便利で生活しやすいまちづくり。 

 

(５)地域福祉（高齢者の暮らしを守り、住民が支え合う体制のあるまち） 

・高齢者、障害者が住み慣れた地域で健康で暮らせる地域ボランティア活動。 
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３．SWOT分析からみた「こんなまちにする」ための取り組み 

(１)地域安全 

①「地域防災」自主防災隊の連携と組織強化対策。地域防災訓練の定期化と防災教育

の充実。地区防災計画策定。 

②「地域防犯」地区防犯委員会と警察署、交番との定期協議。 

③「地域消防」消防団員の確保、地域消防力の向上。 

 

(２)地域交流 

①「まつり」牧田地区住民交流の要となる弁天山祭りの開催と参加住民の増加。 

②「スポーツとレクリェーション」サイクリング、ジョギング、ウォーキングなど地

域における軽スポーツ活動。市内外の体育競技への参加啓発、青少年スポーツへ

の理解と協力。 

③「多文化共生」外国籍住民との身近な交流と、生活文化の理解を深める活動。外国

人住民が地域住民の一人として共生して生きているまち。 

 

(３)地域教育 

①「公民館と生涯学習活動」 

②「前川定五郎翁顕彰事業」 

 

(４)地域環境 

①「環境整備」環境整備の日を定着化、全ての住民による清掃活動を続けるまち。ゴ

ミリサイクルを徹底させ、エネルギー消費や地球温暖化を防ぐまち。 

 

(５)地域福祉 

①「社会福祉活動」福祉委員会を設置。（地区社会福祉協議会でもある） 

②「民生委員・児童委員活動」民生委員会（民生委員・児童委員協議会でもある） 

③「高齢者支援活動」お助け支援委員会（助け人登録、助成制度、請負事務局等） 

 

(６)地域整備 

①「中央道路の並木道保全と桜並木維持要請」  

②「地域の公園整備」 

 

(７)地域文化 

①「地区文化祭の支援発展」  

②「地域の歴史伝統文化継承」 

 

(８)地域活性化 

①「商店会等と協働した地域活性化活動」  

②「平田町駅周辺の整備」  



12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・ 牧 田 地 区 地 域 づ く り 協 議 会

・ 牧 田 地 区 自 治 会 連 合 会

・ 鈴 鹿 市 国 際 交 流 協 会

・ い ろ は 教 室

・ 鈴 鹿 さ く ら ま つ り 実 行 委 員 会

・ 牧 田 地 区 地 域 づ く り 協 議 会

・ 牧 田 地 区 自 治 会 連 合 会

・ 市 ス ポ ー ツ 推 進 委 員 協 議 会

・ 牧 田 地 区 地 域 づ く り 協 議 会

・ 牧 田 地 区 自 治 会 連 合 会

・ 弁 天 山 ま つ り 協 賛 企 業 団 体

・ 鈴 鹿 市 消 防 団 牧 田 分 団

・ 平 田 商 店 会

・ 近 隣 商 店 （ 屋 台 ）

・ 創 徳 ・ 平 田 野 中 学 校

・ 牧 田 地 区 在 住 舞 台 出 演 者

・ 小 学 校 P T A

・ 牧 田 公 民 館 運 営 委 員 会

・ 牧 田 地 区 地 域 づ く り 協 議 会

・ 牧 田 地 区 自 治 会 連 合 会

・ 牧 田 地 区 社 会 福 祉 協 議 会

・ 牧 田 地 区 民 生 児 童 委 員 協 議 会

・ 牧 田 地 区 農 業 共 済 事 業 協 議 会

・ 牧 田 地 区 農 業 委 員 会

・ 牧 田 小 学 校

・ 牧 田 地 区 地 域 づ く り 協 議 会

・ 牧 田 地 区 自 治 会 連 合 会

・ 牧 田 小 学 校

・ 社 会 貢 献 活 動 団 体

・ 青 少 年 育 成 市 民 会 議

・ 青 少 年 育 成 町 民 会 議

・ 小 学 校 P T A

・ 老 人 会

・ 牧 田 地 区 地 域 づ く り 協 議 会

・ 牧 田 地 区 自 治 会 連 合 会

・ 平 田 町 ・ 算 所 町 老 人 会

・ 甲 斐 町 ・ 平 田 老 人 会

・ 甲 斐 町 水 郷 会

・ 牧 田 ・ 飯 野 小 学 校

・ 明 生 ・ 清 和 小 学 校

・ 地 区 外 近 在 小 学 校

・ 市 文 化 財 課

・ 牧 田 地 区 社 会 福 祉 協 議 会

・ 牧 田 地 区 地 域 づ く り 協 議 会

・ 牧 田 地 区 自 治 会 連 合 会

・ 小 学 校 P T A

・ 老 人 会

・ 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー

・ 牧 田 地 区 民 生 児 童 委 員 協 議 会

・ 牧 田 地 区 地 域 づ く り 協 議 会

・ 牧 田 地 区 自 治 会 連 合 会

・ 小 学 校 P T A

・ 老 人 会

・ 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー

・ 牧 田 地 区 地 域 づ く り 協 議 会

・ 牧 田 地 区 自 治 会 連 合 会

・ 鈴 鹿 警 察 署 ・ 平 田 交 番

・ 牧 田 地 区 地 域 づ く り 協 議 会

・ 牧 田 地 区 自 治 会 連 合 会

・ 自 治 会 自 主 防 災 隊

・ 鈴 鹿 市 消 防 団 牧 田 分 団

・ 牧 田 地 区 地 域 づ く り 協 議 会

・ 牧 田 地 区 自 治 会 連 合 会

・ 甲 斐 町 夜 夫 多 神 社

・ 算 所 町 八 幡 神 社

・ 平 田 町 川 俣 神 社

・ 岡 田 町 行 者 堂

・ 甲 斐 町 定 五 郎 翁 顕 彰 碑

・ 市 文 化 財 課

・ 牧 田 地 区 地 域 づ く り 協 議 会

・ 牧 田 地 区 自 治 会 連 合 会

顧
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事
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事
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事
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頭
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動
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画

H
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犬
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猫
フ
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害
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止
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サ
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サ
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誰
も
が
誇
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る
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住
み
良
い
ま
ち
牧
田
』
を
目
指
し
て

次
S
te
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地
域
の
現
状

牧
田
地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会
地
域
計
画

【
牧
田
地
区
】

鈴
鹿
市
の
真
ん
中
あ
た
り
に
位
置
す
る
牧
田
地
区
。
北
部
を
鈴
鹿
川
が
東
西
方
向

に
流
下
し
、
中
央
に
近
鉄
鈴
鹿
線
平
田
町
駅
が
あ
り
街
区
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

旧
海
軍
工
廠
跡
に
誘
致
さ
れ
た
本
田
技
研
工
業
、
旭
化
成
と
、
大
規
模
小
売
店
舗

な
ど
に
よ
っ
て
商
・
工
業
と
住
宅
地
域
が
混
在
し
、
市
内
で
は
白
子
・
神
戸
地
区

と
共
に
３
つ
の
核
と
し
て
発
展
し
て
い
る
。

・
人
口
1
4
,8
3
5
人
（
男
性
7
,7
1
5
人
・
女
性
7
,1
2
0
人
）

・
世
帯
数
7
,2
1
5
世
帯

(2
0
1
9
年
9
月
末
資
料
）

【
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
と
経
緯
】

地
域
で
出
来
る
事
は
地
域
が
主
体
性
を
持
っ
て
問
題
を
解
決
し
て
行
こ
う

と
言
う
趣
旨
に
基
づ
き

・
2
0
0
4
年
～
2
0
0
6
年
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
勉
強
会
発
足

・
2
0
0
7
年
～
2
0
0
9
年
地
域
づ
く
り
設
立
準
備
委
員
会
発
足

・
2
0
1
0
年
5
月
2
2
日
牧
田
地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会
設
立

現
在
、
牧
田
地
区
自
治
会
連
合
会
、
牧
田
公
民
館
と
連
携
協
働
し
て

「
地
域
安
全
」
「
地
域
交
流
」
「
地
域
教
育
」
の
分
野
で
７
つ
の
委
員
会

と
牧
田
公
民
館
を
中
心
に
事
業
展
開
を
行
っ
て
い
る
。

地
域
の
課
題

【
地
域
の
安
心
安
全
】

・
警
察
・
交
番
と
の
連
携
。

・
地
区
内
の
犯
罪
率
が
高
い
。

・
振
込
め
詐
欺
。

・
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民

の
安
全
活
動
の
参
加
が
少
な
い
。

・
地
区
防
災
計
画
が
な
い
。

・
災
害
時
の
避
難
場
所
を
知
ら
な

い
地
域
住
民
が
い
る
。

・
横
断
歩
道
、
一
時
停
止
線
が
消

え
て
い
る
。

・
横
断
歩
道
に
歩
行
者
専
用
信
号

が
な
い
。

【
地
域
交
流
】

・
三
世
代
の
交
流
事
業
が
少
な
い
。

・
自
治
会
間
の
交
流
が
少
な
い
。

・
地
域
住
民
の
繋
が
り
が
弱
い

・
若
者
が
興
味
を
持
つ
よ
う
な

事
業
が
少
な
い
。

・
外
国
人
と
の
多
文
化
共
生
。

【
こ
れ
か
ら
の
取
組
み
】

牧
田
地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会
が
、
1
0
年
か
け
て
取
り
組
ん
で
来
た
地
域
事
業
を
ベ
ー
ス
に
、
「
多
様
化
す
る
社
会
環
境
」
「
少
子
高
齢
化
社
会
」
に
向
き
合
っ
た
、

「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み
良
い
ま
ち
」
づ
く
り
に
重
点
を
お
い
て
4
年
間
の
事
業
展
開
を
計
る
。

今
後
の
展
開

【
地
域
活
性
】
【
地
域
整
備
】

【
地
域
環
境
】

・
鈴
鹿
さ
く
ら
ま
つ
り
支
援
。

・
他
業
種
団
体
と
の
交
流
会
。

・
道
路
公
園
整
備
。

・
ゴ
ミ
の
分
別
・
ゴ
ミ
出
し

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
人
が
い
る
。

・
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
推
進
。

・
犬
・
猫
の
フ
ン
害
。

・
ゴ
ミ
焼
き
・
野
焼
き
。

【
地
域
福
祉
】

・
高
齢
化
の
進
行
。

・
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
の
増
加
。

・
在
宅
サ
ポ
ー
ト
支
援
。

地
域
の
資
源
・
魅
力

【
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
】

地
域
住
民
の
交
流
を
深
め
、
温
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
き
ず
な
創
り
、
安
心
で
安
全
な
ま
ち

青
少
年
、
高
齢
者
に
優
し
さ
を
持
っ
て
接
し
て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
。

誰
も
が
誇
れ
る
『
住
み
良
い
ま
ち
牧
田
』
の
実
現
を
目
指
す
。

・
2

-
1

  
ス
ポ
レ
ク
行
事
の
参
加
者
の
拡
大
化
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
）

・
2

-
2

  
他
地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
の
交
流
の
活
発
化
（
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）

・
2

-
3
弁
天
山
ま
つ
り
の
充
実
化
。

・
2

-
4

  
多
文
化
共
生
事
業
の
推
進
。

・
2

-
5

  
ま
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
報
誌
で
の
情
報
発
信
強
化
。

・
2

-
6

  
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
認
知
度
拡
大
と
情
報
発
信
強
化
。

「
暮
ら
し
を
守
る
安
心
・
安
全
な
ま
ち
」
づ
く
り
。

・
防
犯
・
防
災
・
交
通
安
全
の
啓
発
を
図
る
と
共
に

地
域
の
見
守
り
運
動
を
推
進
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
盛
ん
な
活
気
あ
ふ

れ
る
魅
力
あ
る
ま
ち
」
づ
く
り
。

・
こ
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
住
民
同
士
が
心
を

通
わ
せ
、
助
け
あ
っ
て
生
き
る
温
か
い
ま
ち
。

・
ス
ポ
レ
ク
行
事
・
弁
天
山
ま
つ
り
の
充
実
化
。

・
地
域
情
報
の
発
信
強
化
。

「
高
齢
者
に
優
し
い
ま
ち
」
づ
く
り
。

・
高
齢
者
・
障
害
者
を
住
民
が
支
え
合
う
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
。

牧
田
地
区
の
満
足
度

低
高

5
0

7
5

2
5

1
0

0

「
こ
ど
も
の
育
成
と
豊
か
な
文
化
に
育
ま
れ
た

ま
ち
」
づ
く
り
。

・
地
域
教
育
の
支
援
と
伝
統
文
化
遺
産
の
継
承
。

・
定
五
郎
翁
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
の
継
承
。

・
夏
休
み
親
子
体
験
教
室
。

・
公
民
館
生
涯
学
習
。

・
小
学
校
授
業
支
援
。目

標
取
組
み
内
容

・
1

-
1
安
心
安
全
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
拡
大
化
。

・
1

-
2
防
犯
・
交
通
安
全
の
ぼ
り
配
置
に
よ
る
活
動
。

・
1

-
3

  
防
災
・
防
犯
・
交
通
安
全
の
定
期
的
講
習
会
の
実
施
。

・
1

-
4

  
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
防
災
訓
練
の
充
実
化
。

・
1

-
5

  
防
災
委
員
会
と
自
主
防
災
隊
と
の
連
携
と
組
織
体
制
強
化
。

・
1

-
6

  
地
区
防
災
計
画
策
定
。

・
1

-
7

  
消
防
団
員
の
確
保
と
地
域
消
防
力
の
向
上
支
援
。

・
3

-
1

  
定
五
郎
翁
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
参
加
小
学
校
拡
大
化
。

・
3

-
2

  
定
五
郎
資
料
室
へ
来
訪
者
の
拡
大
化
。

・
3

-
3

  
定
五
郎
写
真
巡
回
展
示
会
の
拡
大
化
。

・
3

-
4

  
夏
休
み
親
子
体
験
教
室
の
拡
大
化
。

・
3

-
5

  
公
民
館
活
動
支
援
の
強
化
。

・
3

-
6

  
牧
田
地
区
文
化
祭
の
充
実
化
。

・
3

-
7

  
小
学
校
学
習
支
援
の
充
実
化
。

・
3

-
8

  
牧
田
文
化
遺
産
の
情
報
発
信
の
強
化
と
閲
覧
拡
大
。

・
4

-
1

  
牧
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
と
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
連
携
強
化
。

・
4

-
2

  
牧
田
地
区
民
生
委
員
、
児
童
委
員
の
活
動
支
援
。

・
4

-
3
高
齢
者
の
集
い
の
場
（
地
区
敬
老
会
）
事
業
の
推
進
。

・
4

-
4

  
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
検
討
準
備
と
企
画
立
案
。

・
5

-
1

  
地
元
商
店
会
と
協
働
で
地
域
活
性
化
活
動
（
鈴
鹿
さ
く
ら
ま
つ
り
）

・
5

-
2

  
純
米
吟
醸
酒
『
定
五
郎
物
語
』
の
P
R
。

・
5

-
3

  
平
田
町
駅
前
放
置
自
転
車
巡
回
指
導
。

・
5

-
4

  
ゴ
ミ
の
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
。

・
5

-
5

  
犬
・
猫
の
フ
ン
害
防
止
推
進
。

2
0
2
0
年
3
月
1
日

【
地
域
教
育
】
【
地
域
文
化
】

・
少
子
化
の
進
行
。

・
地
域
の
伝
統
や
文
化
、
自
然
を

知
ら
ず
に
育
つ
子
供
が
増
え
た
。

・
前
川
定
五
郎
翁
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神
の
伝
承
。

・
前
川
定
五
郎
資
料
室
へ
の
勧
誘
と

資
料
室
来
訪
。

・
小
学
校
へ
の
学
習
支
援
の
充
実
。

・
伝
統
あ
る
地
域
の
文
化
、
歴
史
を

後
世
に
伝
え
て
い
く
。

【
安
心
・
安
全
な
ま
ち
】

・
夏
季
・
冬
季
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。

・
地
域
内
に
平
田
交
番
所
が
あ
る
の
で
相
談
し
や

す
い
。
又
、
防
犯
・
交
通
安
全
・
振
込
め
詐
欺
等

の
講
話
も
受
け
て
い
る
。

・
消
防
牧
田
分
団
と
連
携
し
て
、
防
火
・
防
災
活
動

が
で
き
る
。

・
自
治
会
自
主
防
災
隊
が
ほ
ぼ
1
0
0
％
設
立
さ
れ
い
る
。

・
牧
田
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、
自
治
会
連
合
会
と

連
携
し
て
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

・
地
域
内
の
企
業
に
、
災
害
時
の
水
の
供
給
設
備
が

備
え
ら
れ
て
い
る
。

【
活
気
あ
ふ
れ
る
地
域
交
流
】

・
地
域
活
動
拠
点
と
し
て
牧
田
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

が
あ
る
。

・
3
0
0
0
人
以
上
の
地
域
住
民
と
交
流
を
図
れ
る

ま
き
た
弁
天
山
ま
つ
り
が
あ
る
。

・
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
行
事
で
、
大
人

か
ら
子
供
ま
で
交
流
出
来
る
行
事
が
あ
る
。

（
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
・
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
等
）

・
多
文
化
共
生
事
業
で
外
国
人
と
の
交
流
が
あ
る
。

・
地
域
の
事
業
に
協
賛
し
て
頂
け
る
企
業
・
病
院

諸
団
体
が
あ
る
。

【
歴
史
と
文
化
の
薫
る
教
育
の
ま
ち
】

・
前
川
定
五
郎
翁
の
橋
づ
く
り
に
か
け
た
熱
い
思
い

を
引
継
ぐ
顕
彰
事
業
委
員
会
が
あ
る
。

・
牧
田
小
学
校
内
に
前
川
定
五
郎
資
料
室
が
あ
り

道
徳
教
育
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

・
前
川
定
五
郎
翁
巡
回
写
真
展
が
開
催
で
き
る
。

・
小
学
校
よ
り
学
習
支
援
の
要
請
が
あ
り
交
流
が
あ
る
。

・
生
涯
学
習
の
公
民
館
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。

・
神
社
・
寺
院
が
あ
り
牧
田
地
区
文
化
遺
産
が
あ
る
。

「
活
力
と
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
」
づ
く
り

・
道
路
整
備
、
地
域
の
環
境
を
整
え
便
利
で
生
活

し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
。

・
地
元
商
店
会
と
の
協
働
。
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牧
田
地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
歩
み

牧
田
地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会

2
0
2
0
/
3
/
1

2
0
0
7

2
0
0
8

2
0
0
9

2
0
1
0

2
0
1
1

2
0
1
2

2
0
1
3

平
成
１
９
年

平
成
２
０
年

平
成
２
１
年

平
成
２
２
年

平
成
２
３
年

平
成
２
４
年

平
成
２
５
年

会
長
　
松
尾
　
　
守

会
長
　
松
尾
　
　
守

会
長
　
松
尾
　
　
守

会
長
　
松
尾
　
　
守

会
長
　
伊
藤
　
輝
義

会
長
　
伊
藤
　
輝
義

会
長
　
伊
藤
　
輝
義

平
成
2
5
年
度
の
総
会
後
に

生
活
安
全
部
地
域
課
課
長

宮
﨑
由
美
子
様
よ
り

「
こ
れ
か
ら
の
鈴
鹿
の
地
域
づ
く
り
」

に
つ
い
て
講
演
が
有
り
鈴
鹿
市
の

ま
ち
づ
く
り
条
例
と
相
ま
っ
て

市
の
地
域
づ
く
り
協
議
会
へ
の

支
援
へ
の
意
気
込
み
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

秋
の
運
動
会
に
替
わ
っ
て

平
成
2
4
年
度
か
ら
は

「
ま
き
た
弁
天
山
ま
つ
り
」

を
企
画
,
開
催
し
ま
し
た
。

1
2
月
1
日
「
鈴
鹿
市
ま
ち
づ
く

り
基
本
条
例
」
施
行

平
成
２
２
年
度
委
員
会

平
成
２
３
年
度
委
員
会

子
ど
も
見
守
り
委
員
会

子
ど
も
見
守
り
委
員
会

地
域
防
災
ネ
ッ
ト
委
員
会

学
習
支
援
委
員
会

青
少
年
育
成
連
絡
委
員
会

青
少
年
育
成
町
民
会
議

学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
定
五
郎
い
か
だ
流
し
委
員
会

定
五
郎
い
か
だ
流
し
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
委
員
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
委
員
会

多
文
化
共
生
委
員
会

多
文
化
共
生
委
員
会

地
震
防
災
を
考
え
る
会

文
化
祭
支
援
委
員
会

2
0
0
4
～
2
0
0
6

平
成
１
６
年
～
平
成
１
８
年

地
域
づ
く
り
協
議
会
設
立
準
備
委
員
会

地
域

づ
く
り

を
理

解
す

る

牧
田

の
か

た
ち

を

考
え

る

牧
田

地
区

地
域

づ

く
り

協
議

会
設

立

に
向

け
て

ホ
ッ
プ

ス
テ
ッ
プ

ジ
ャ
ン
プ

発
足
!!

平
成
２
２
年
５
月
２
２
日

総
会

定
五

郎
い

か
だ

流
し

文
化

祭
支

援

女
川

中
学

校
生

徒
招

待

流
し

ソ
ー

メ
ン

い
き

い
き

ス
ポ

ー
ツ

広
場

ジ
ョ

ギ
ン

グ
大

会

わ
い

わ
い

春
祭

り

日
本

屋
台

多
文

化
共

生
を

考
え

る
会

勉
強
会
ス
テ
ー
ジ

公
民
館
建
設
要
望

地
方

分
権

一
括

法

中
央

集
権

⇒
地

方
分

権
地

方
で

出
来

る
事

は
地

方
で

身
近

な
ま

ち
づ

く
り

と
は

？

季
節
に
合
っ
た
毎
年

恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
や

地
域
の
皆
さ
ん
が
気

楽
に
交
流
出
来
る
活

動
を
計
画

平
成

2
5
年
度
委
員
会

１
．
学
校
支
援
委
員
会

２
．
子
ど
も
育
成
委
員
会

３
．
定
五
郎
い
か
だ
流
し
委
員
会

４
．
多
文
化
共
生
委
員
会

５
．
ス
ポ
レ
ク
委
員
会

・
地
震
防
災
を
考
え
る
会

特
別
委
員
会

ま
き
た
弁
天
山
ま
つ
り
実
行
委
員
会

平
成
２
４
年
度
委
員
会

・
学
校
支
援
委
員
会

・
子
ど
も
育
成
委
員
会

・
定
五
郎
い
か
だ
流
し
委
員
会

・
多
文
化
共
生
委
員
会

・
ス
ポ
レ
ク
委
員
会

・
地
震
防
災
を
考
え
る
会
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牧
田
地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
歩
み

牧
田
地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会

2
0
2
0
/
3
/
1

2
0
1
4

2
0
1
5

2
0
1
6

2
0
1
7

2
0
1
8

2
0
1
9

平
成
２
６
年

平
成
２
７
年

平
成
２
８
年

平
成
２
９
年

平
成
３
０
年

平
成
３
1
年
/
令
和
元
年

会
長
　
伊
藤
　
輝
義

会
長
　
伊
藤
　
輝
義

会
長
　
成
田
　
守
弘

会
長
　
富
江
　
敏
坦

会
長
　
中
川
　
悟

会
長
　
中
川
　
悟

平
成
2
6
年
6
月
1
0
、
1
1
日
に

平
成
2
7
年
5
月
2
4
日
の
総
会
に

平
成
2
8
年
5
月
2
2
日
総
会
に
お
い
て

平
成
2
9
年
5
月
2
1
日
総
会
に
お
い
て

平
成
3
0
年
5
月
2
0
日
総
会
に
お
い
て

平
成
31
年
3月
25
日
鈴
鹿
市
地
域
づ
く
り
協
議
会

地
域
課
と
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
の

お
い
て
防
犯
委
員
会
の
編
入
承
認

自
治
会
連
合
会
会
長
の
地
域
づ
く
り

全
自
治
会
長
の
幹
事
就
任
を
承
認

牧
田
公
民
館
運
営
委
員
会
を
編
入
と

条
例
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
（
鈴
鹿
市
条
例
第
3号
）

勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
長
と
理
事
の
各
委
員
長
就
任
を
承
認

運
営
費
を
地
域
づ
く
り
協
議
会
の

平
成
3
1
年
度
文
化
芸
術
費
地
域
文
化
遺
産

弁
天
山
ま
つ
り
実
行
委
員
会
の

地
域
計
画
策
定
の
提
案

一
括
交
付
金
で
管
理

総
合
活
用
推
進
事
業
補
助
金
の
申
請
結
果

平
成
2
6
年
7
月
9
日
に
鈴
鹿
市
長
と

名
称
を
委
員
会
に
変
更

平
成
2
8
年
9
月
1
日
牧
田
小
学
校
に

昨
年
度
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
多
言
語
化
に

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
合
い
が

定
五
郎
い
か
だ
流
し
委
員
会
を

子
ど
も
神
輿
2
基
贈
呈

文
化
庁
に
平
成
3
0
年
度
文
化
芸
術
費

採
択
金
額
2
,
2
1
1
,
0
0
0
円
で
採
択
。

行
わ
れ
ま
し
た
。

前
川
定
五
郎
翁
顕
彰
委
員
会
に
統
合

地
域
文
化
遺
産
活
性
化
事
業
補
助
金
の

（
公
財
)
国
際
交
流
協
会
よ
り
多
文
化
共
生
活
動
受
賞

申
請
結
果
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
鈴
鹿
市
ま
ち
づ
く
り
応
援

採
択
金
額
1
0
,
5
8
4
,
0
0
0
円
で
採
択
。

補
助
金
の
交
付
を
受
け

牧
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１１．地域づくりの取り組みの効果 

1．組織づくりの面 

老人会，子供会など年齢階層別の組織団体と防災防犯、民生委員児童委員会、スポーツ

などの目的別の団体、小学校、公民館、ＰＴＡなど公共的な組織、自治会などの地縁団体、

商店連合会や大型店や会社などの法人、福祉支援ボランティア団体や環境保護団体など地

域活動をする団体が一堂に会し、ネットワーク組織により地域づくり協議会を組織して一

体感のある地域活動を繰り広げる。 

  

2．人づくりの面 

自治会組織からまつり委員に若者、４０代、５０代や団塊の世代など様々な人材が登用

され世代間の交流により、これまで地域社会に溶け込んでいなかった住民が自治会、団体

役員の担い手になりうることが証明された。 

単位自治会から地域づくり協議会の部門別委員に選ばれることは、住民参加型の組織に

なり、住民の声の掘り起こしに繋がる。また地域コミュニティ活動の活性化になる。 

公民館と地域づくりの協働で楽しい地域活動の機会や場所を増やしていくことは、潜在

ボランティアの人材発掘や育成に繋がる。               

公民館やコミュニティ団体が一体となって公民館事業を実施すれば文化活動、健康福祉、

子育て支援、生涯学習活動のほか牧田の地域文化の継承や遺産の発掘に繋がる。 

 

3．実効性の面 

地域が協働して実施することにより、単位自治会や個別団体だけで解決できない事業を

地域課題として取り上げることになり、多くの住民の理解が得られ、解決に一歩近づける

ことに繋がる。 

ＮＰＯなど目的を持った組織同士が協働して取り組めば、質の高い活動になり、より効

率的で効果的な運営が可能になる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



17 

4．地域づくり協議会設立によって実現したことと成果実例 

 (1) 定五郎物語のアニメ制作と各地へ配布（地域教育部門＝米国ベルフォンテン少年交流） 

 (2) 定五郎作文コンクール事業（地域教育部門 知事賞、市長賞の創設） 

 (3) 純米吟醸酒「定五郎物語」の醸造の限定販売（産業振興部門＝農業と商業販売振興） 

 (4) 定五郎いかだ流し（地域交流と地域環境部門＝夏の鈴鹿川体験鈴鹿川の環境と風物） 

 (5) 多文化共生活動（地域交流部門―外国人住民と共に生きる集いの継続） 

 (6) 地域活性化活動（地域交流部門―課題であった牧田弁天山まつりによる住民交流） 

 (7) 牧田文化遺産活用活性化事業（地域文化事業―地域伝統行事を収録し後世に残す） 

 (8) 牧田地区のホームページ（地域文化事業部門―地域の文化情報を世界に発信） 

 (9) 自治会と共に 10年に渡る公民館建設要望（地域文化活性化部門―牧田公民館建設） 

 

 

 

 

 

 

  

 

（1）アニメＤＶＤ制作 

 

 

（2）定五郎作文コンクール 

 

 

（3）純米吟醸酒「定五郎物語」 

 

 

（4）定五郎いかだ流し 

 

 

（5）多文化共生活動 

 

 

（6）牧田弁天山まつり 

 

 

（7）文化遺産（午の砂かけ） 

 

（8）牧田地区のホームページ 

 

 

（9）公民館建設（完成予想図） 
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１２．おわりに 

牧田地区地域づくり協議会の１０年に渡る活動をベースに、２年６ケ月掛けて牧田地区

地域計画を策定しました。地域の課題、問題は地域が自ら解決して行こうと言う強い意志

を持って、地域に寄り添い、今後４年間で実行計画を遂行して行きます。 

 

地域計画策定時、地域の皆様方より現状の問題点、課題等の収集を行いましたが全ての

方々から意見吸収出来なかった事や、地域計画に充分反映されていない事項等、又、鈴鹿

市総合計画２０２３と牧田地区地域計画との整合性を考えるとき、地域経営や住民自治に

ついては、まだまだ道半ばである。次期総合計画の見直しで、牧田地区の位置づけや地域

構想をもっと明確にする必要性を感じた。一部他団体との協働展開の難しさ等の懸案事項

が残されています。これらの事案につきましては、実行計画の中で充分協議を行い逐次見

直し取り組んで行きます。誰もが誇れる「住み良いまち牧田」の実現を目指してこれから

も地域の皆様方のご支援、ご協力をお願い致します。 

 

2020年 3月 1日 

牧田地区地域づくり協議会 

地域計画策定委員会 
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